



Lectures on the Duties and Qualifications




















































































































































































































































































































































































































































































































































































１　 底 本 は、The Works of the late John Gregory, M. D. 4 Volumes  (788),   Volume 3: 
Lectures on the Duties and Qualifications of a Physician (770) である。なお、注の作成
には、Laurence B. McCullough 編の John Gregory's Writings on Medical Ethics and 
Philosophy of Medicine（Kluwer Academic Publishers, 998）や、川喜田愛郎著『近代医
学の史的基盤』上・下（岩波書店、977）、ブリタニカなどの各種辞典・辞書を参考にした。






４　Cornelius Celsus は紀元後一世紀のローマの著述家で De Medicina という著述が残されて
いる。Fabricus Hildanus（560-624）は、ドイツの外科医、Marcus Aurelius Severinus
（580-656）はイタリア、ナポリの解剖学教授で、優れた外科医でもあった。Bartholin（原
文では Bartholine、ラテン名は Bartholinus）は、Thomas Bartholin（66-680）のこと
と思われる。彼は、デンマークの解剖学者で、リンパ管の発見者の一人。
５　William Harvey（578-657）は血液循環の発見で著名な医師、生理学者。John Arbuthnot
（667-735）は英国の医師、文人。Georg Ernst Stahl（660-734）は、ドイツの化学者、
医師で、ハレ大学の教授、後プロシャ王の侍医。Friedrich Hoffman（660-742）は、ド
イツの医学者で、ハレ大学の教授。医療倫理学の重要な論考 Medicus Politicus（749）
を著した。
